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　・鎌襲縮

一
■
襯
酷

濾
、
、
ヱ

　　　轄

響

温度にまで耐えうるかを示すもので、その温
化して変形しないことを示しています。

たしたときの容量を、14又は1認単位で表示す
となっています。

たについては幅と長さを表示し、ポリエチレンフ
製又はポリプロビレンフィルムの厚さを表示する
なっています。
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に
あ
に
樹
常
ば
ど
方
た
品
材
エ
称
熱
程
で
冷
使
ま
量
満
と
法
ふ
ム
に
数
の
扱
ず
火
た

般
上
品
成
日
え
れ
い
の
製
原
リ
名
耐
の
ま
耐
外
温
容
を
こ
寸
槽
ル
と
枚
記
取
ら
＠
α

　
以
商
合
、
例
け
扱
そ
、
q
ポ
に
⑫
ど
度
侶
、
戸
低
は
水
る
G
浴
イ
こ
崎
前
σ
必

　
類
る
　
で
　
い
取
　
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　　前記の袋の場合には枚数を表示することにしています。

　（7）取扱い上の注意
　　必らず表示しなければならない事項。
　　　（ア）火のそばに置かないこと。

　　　（イ）たわし又はみがき粉でみがくときずがつくことがある。

　　　　（但し、袋の場合は除く。）

　　　さらに製品によって、表示事項を付け加えています。

　（8俵示ラベル
　　表示は、原則として本体に刻印で行ないますが、貼り付
　　けラベルや下げ札の場合もあります。
‡

個
人
住
宅
建
設
資
金

融
資
申
し
込
み
は
2
月
2
6
日
ま
で

二
月
の
休
日
救
急
医

二
旦
日
⑲

中
条
病
院
北
原

　
　
圃
七
⊥
二
9
八

上
村
病
院
田
中

　
　
圃
二
二
一

八
日
⑲

大
島
医
院
川
原
町

　
　
圃
二
⊥
充
五
七

　
　
一
百
㈱

建
国
記
念
の
日

山
口
医
院
軒
鹸
通
り

　
　
圃
五
ー
二
〇
〇
三

一
看
㈲

千
手
診
療
所
刺
晒
珊

　
　
圃
八
ー
二
〇
三
四

津
南
病
院
大
割
野

　
　
圃
五
⊥
三
六
一

二
言
㈲

水
沢
診
療
所
土
市
第
三

　
　
圃
八
－
二
〇
三
九

▽
俳
旬

諸
木
眠
り
夢
の
う
ち
外
雪
が
降
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
雪

元
日
の
晴
天
を
先
づ
よ
ろ
こ
ぺ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
ウ

初
詣
で
喜
寿
と
云
う
身
に
心
張
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
泉

元
朝
や
幸
福
あ
れ
と
難
歌
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
山

旧
家
に
は
七
五
三
縄
飾
る
場
所
の
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
独
山

め
く
ら
縞
女
濃
く
な
る
ボ
ロ
の
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
え

吹
雪
く
夜
は
樹
氷
の
芯
が
炎
え
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

星
に
扉
を
ひ
ら
け
ば
い
つ
も
野
の
匂
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼
子

▽
短
歌

す
こ
や
か
に
生
く
る
事
こ
そ
労
わ
り
の

　
　
　
世
の
報
恩
と
老
い
て
悟
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
ノ
川
玉
治

天
気
図
の
寒
波
緩
ま
ず
今
日
も
又

　
　
　
　
軒
を
掘
り
出
す
雪
壁
の
中

中
里
文
芸
一
月
投
稿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
滝
沢
ノ
ブ

こ
の
雪
の
下
に
土
あ
り
作
柄
は

　
　
い
か
に
な
る
ら
ん
春
を
待
ち
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
子

安
ら
ぎ
を
求
め
て
膝
の
迷
い
猫

　
　
丸
く
納
ま
り
の
ど
を
鳴
ら
し
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
ケ
ン

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
自
分
が
住
む

た
め
の
住
宅
を
新
築
す
る
方
に
対
し
て

個
人
住
宅
建
設
資
金
の
申
し
込
み
受
付

け
を
次
の
要
領
に
ょ
り
行
な
っ
て
い
ま

す
。一

、
受
付
期
間
　
1
月
27
日
～
2
月
26
日

二
、
選
定
方
法

　
先
着
順
に
ょ
り
無
抽
選
で
選
定
。

三
、
融
資

　
木
造
住
宅
（
八
十
㎡
以
上
）
の
場
合

　
四
百
十
万
円
～
四
百
三
十
万
円
。

　
断
熱
構
造
化
工
事
を
行
な
う
場
合
十
．

　
万
円
～
三
十
万
円
。
太
陽
熱
温
水
器

　
設
置
工
事
を
行
な
う
場
合
は
十
万
円

　
の
融
資
額
の
加
算
及
び
老
人
（
六
十

　
五
才
以
上
）
等
が
同
居
す
る
場
合
五

　
十
万
円
～
百
五
十
万
円
の
融
資
額
の

　
割
増
し
制
度
が
あ
り
ま
す
。

四
、
利
率
　
年
五
・
五
％

こ
れ
ほ
ど
の
雪
降
ら
す
空
見
上
げ
を
り

　
　
　
　
な
べ
て
黙
せ
し
雪
壁
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
紗

わ
が
鬼
面
雪
に
う
ず
め
て
初
春
に

　
　
清
し
き
も
の
の
芽
生
え
祈
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
タ
マ
子

わ
が
生
き
る
証
し
の
歌
を
詠
み
た
し
と

　
　
　
五
十
路
近
く
学
ぶ
こ
の
日
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
真
津

五
、
返
済
期
間
　
木
造
の
場
合
25
年
以
内

六
、
申
し
込
み
場
所

　
住
宅
建
築
場
所
と
同
一
県
内
の
「
住

　
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
店
」
と
表
示

　
し
た
金
融
機
関

◎
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
住
宅
金

　
融
公
庫
北
関
東
支
店
（
電
話
〇
二
七

　
二
－
三
二
ー
六
六
五
五
）
又
は
近
く

　
の
公
庫
業
務
取
扱
金
融
機
関
で
ご
相

　
談
下
さ
い
。

人
生
往
来

◎
産
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

　
氏
　
名

桑
原
裕
也

清
瀧
恵
子

桑
原
恵
理
子

服
部
直
幸

井
ノ
川
聖
子

高
野
め
ぐ
み

服
部
卓
郎

廣
田
彩
美

◎
昇
天

　
氏
　
名

井
ノ
川
ヵ
ネ

廣
田
マ
ス
イ

藤
田
正
清

城
田
シ
メ

高
橋
今
朝
治

岡
村
ナ
カ

樋
口
　
勝

正喜一克清一勝安父
　　　　　　　　の
輝章男一夫男彦行名

年
令

（
六
八
）

（
五
四
）

（
七
。
）

（
八
三
）

（
七
五
）

（
九
七
）

（
六
。
）

音
落

東
田
尻
荒
屋
荒
屋
荒
屋

如
来
寺
芋
沢

如
来
寺
干
溝

部
落

田
　
中
干
溝

清
田
山
上
山
干
溝
山
崎

通
り
山

上
村
病
院
は
救
急
指
定
病
院
で
す
。
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私たちの村
人　口 7，182（＋2）

男 3，557（一2）

女 3，625（＋4）

世帯数 1，654（±0）
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　　　懸垂彗
難

難

難
矯

　昭和38年豪雪をしのぐといわれる今年の積雪は、1月22日に
役場附近で390cm、高道山地区では410cmにも達し、昭和20年
の中魚沼郡の記録425cmにせまろうとしている。
　村では1月7日に総務、調査、防災、産業、救助、警備の6
部門からなる豪雪災害対策本部を設置して警戒にあたっている。
　一方、11日から14日正午までの間に県災害救助条例が適用さ
れたのにひき続き2月2日までは災害救助法が適用されること
になり、50世帯の除雪作業がすすめられた。
　この大雪のため、東田尻以南への交通がストップしたのをは
じめ、山崎、上山、田中などを中心に13日までに100戸にのぼ
る床下、床上浸水の被害がでたほか、19日には本屋敷の2世帯
に対して雪崩危険勧告が出された。
　　（写真は国道353号線　瀬戸口漢谷入口）

積雪410cmを記録

災害救助法適用
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年
賀
の
辞村
長

　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
に
は
御
健
祥
に
て
新
年
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
私
達
も
お
蔭
様
に
て
元
気
に
迎
寿

で
き
ま
し
た
。

　
「
難
鳴
暁
を
告
げ
る
」
佳
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
皆
様
の
万
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

　
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
と
言
い
ま

す
が
、
こ
こ
で
旧
年
中
の
出
来
事
を
も

う
一
度
顧
み
る
こ
と
も
肝
要
と
存
じ
ま

す
。
　
先
ず
第
一
に
昨
年
は
冷
害
に
よ
る
農

作
物
の
被
害
が
甚
大
で
あ
り
ま
し
た
。

私
達
の
村
は
本
郡
市
内
で
も
津
南
町
と

並
ん
で
比
較
的
に
高
地
の
田
畑
が
多
く
、

そ
の
為
に
冷
害
に
直
撃
さ
れ
た
次
第
で
、

と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は
収
穫
皆
無
に
近
か

っ
た
地
域
も
あ
っ
て
、
昭
和
五
一
年
以

上
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
米
の
供
出

は
予
約
限
度
数
量
の
八
○
％
余
程
度
が

漸
く
で
し
た
。
そ
の
為
に
共
済
金
の
早

上
村
賢
造

期
支
払
い
、
天
災
融
資
法
の
適
用
、
自

作
農
維
持
資
金
並
に
冷
害
農
家
経
営
安

定
資
金
の
貸
し
付
け
、
更
に
農
協
を
通

じ
て
の
融
資
並
に
利
子
補
給
等
出
来
る

限
り
の
手
当
を
さ
せ
て
戴
き
ま
し
て
、

本
期
以
降
の
作
柄
に
期
待
を
か
け
て
、

今
年
こ
そ
は
こ
の
被
害
を
一
気
に
挽
回

し
た
い
と
農
家
の
皆
様
と
共
々
に
努
力

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
第
二
番
目
と
し
て
長
年
要
望
し
て
参

り
ま
し
た
テ
レ
ビ
難
視
聴
の
土
倉
、
倉

下
両
部
落
に
昨
秋
共
同
受
信
施
設
が
完

了
し
、
大
相
撲
九
州
場
所
を
は
じ
め
、

大
晦
日
の
紅
白
歌
合
戦
を
一
家
団
ら
ん

の
う
ち
に
味
わ
い
、
更
に
は
学
校
教
育

に
資
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
さ
に
暗
や

み
か
ら
陽
光
燦
と
し
た
世
界
に
出
た
思

い
で
あ
ろ
う
と
同
慶
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
さ
て
本
年
度
の
展
望
に
つ
き
ま
し
て

は
、
財
政
再
建
の
き
び
し
い
中
で
あ
り

当
然
に
村
政
の
運
営
も
容
易
か
ら
ぬ
こ

と
と
覚
悟
し
て
お
り
ま
す
が
、
村
民
一

致
協
力
し
て
こ
の
難
関
を
突
破
し
、
農

業
の
振
興
は
勿
論
、
道
路
の
改
良
、
福

祉
の
向
上
、
観
光
の
開
発
、
商
工
業
の

伸
長
、
文
教
の
向
上
、
豪
雪
対
策
等
そ

れ
ぞ
れ
に
努
力
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
特
に
中
学
校
の
統
合
と
い
う
大
事
業

も
既
に
用
地
の
交
渉
も
一
段
落
を
つ
げ

本
春
よ
り
い
よ
い
よ
本
格
的
の
土
木
工

事
に
着
手
と
い
う
段
階
に
至
り
ま
し
て
、

関
係
各
位
の
並
々
な
ら
ぬ
御
協
力
に
感

謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
一
日
も
早
い

完
成
を
得
て
教
育
の
実
を
挙
げ
た
い
と

念
じ
て
お
り
ま
す
。

　
更
に
国
道
三
五
三
号
線
の
穴
沢
ト
ン

ネ
ル
が
暮
れ
ま
で
に
充
分
開
通
の
予
定

で
あ
り
ま
し
た
が
軟
弱
な
土
質
の
た
め

貫
通
が
本
年
に
持
ち
越
さ
れ
、
本
年
こ

そ
は
早
々
に
貫
通
し
て
清
津
峡
地
区
民

年
頭
の
ご
あ
い

議
会
議
長

　
新
春
の
お
慶
び
と
各
位
の
御
健
勝
を

心
か
ら
御
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
不
健

全
財
政
と
異
常
気
象
に
よ
る
冷
害
、
織

物
業
界
の
沈
滞
と
低
調
を
極
め
た
申
年

に
別
れ
を
告
げ
、
期
待
も
新
た
に
迎
え

た
新
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
一
月
三
日

か
ら
本
格
的
に
降
り
だ
し
た
雪
は
、
二

十
二
日
に
至
る
ま
で
の
二
十
日
間
、
そ

待
望
の
十
二
峠
ト
ン
ネ
ル
と
穴
沢
ト
ン

ネ
ル
の
両
眼
が
あ
く
こ
と
に
な
り
、
生

活
環
境
の
一
大
飛
躍
と
地
域
の
開
発
が

約
束
さ
れ
慶
賀
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
尚
、
清
津
峡
橋
の
竣
工
に

よ
っ
て
村
道
重
地
小
出
線
の
早
期
改
良

を
図
り
、
村
内
奥
地
の
循
環
道
路
と
し

て
重
地
よ
り
西
田
尻
、
国
道
三
五
三
号

線
と
直
結
し
沿
線
の
多
面
的
開
発
に
寄

与
す
る
よ
う
に
な
り
将
来
に
大
き
な
期

待
が
よ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
以
上
簡
略
で
す
が
一
、
二
を
申
し
挙

げ
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

さ
つ大
島
芳
信

れ
こ
そ
昼
夜
を
わ
か
た
ず
瞬
時
の
休
み

も
な
く
降
り
続
き
、
ア
ッ
と
い
う
ま
に

十
五
～
六
米
の
降
雪
量
と
な
り
、
流
石

雪
国
に
育
っ
た
私
ど
も
も
心
身
共
に
疲

れ
果
て
て
し
ま
う
程
の
雪
と
の
闘
い
の

明
け
暮
れ
が
続
い
て
い
る
毎
日
、
本
当

に
御
苦
労
様
で
す
。
心
か
ら
御
見
舞
を

申
し
上
げ
ま
す
。
新
年
を
迎
え
た
国
内

情
勢
を
み
る
に
依
然
と
し
て
続
く
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
の
制
約
と
価
格
の
暴
騰
、

財
政
収
支
の
不
均
衡
が
も
た
ら
す
人
心

の
不
満
に
加
え
て
老
令
化
時
代
の
対
応

と
社
会
福
祉
対
策
等
々
、
難
問
が
山
積

す
る
国
内
事
情
と
国
際
情
勢
の
緊
張
に

よ
る
防
衛
対
策
と
政
治
的
、
経
済
的
に

も
大
変
な
年
を
迎
え
た
様
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
情
勢
は
当
然
、
末
端
自
治

体
に
も
大
き
く
影
響
し
て
く
る
事
は
必

然
的
で
あ
り
、
容
易
に
察
知
で
き
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
私
ど
も
は
、
こ
の

流
れ
を
よ
く
見
極
め
乍
ら
、
今
こ
そ
総

力
を
結
集
し
て
敏
感
に
対
処
し
て
ゆ
く

こ
と
が
肝
要
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
必

要
な
の
は
議
論
で
は
、
な
く
、
互
い
の
融

和
の
中
か
ら
生
み
だ
す
英
知
と
創
意
工

夫
に
よ
っ
て
中
里
村
の
現
状
に
ふ
さ
わ

し
い
、
新
し
い
可
能
性
を
切
り
ひ
ら
い

て
ゆ
く
勇
断
が
最
も
重
要
な
事
柄
で
は

な
か
ろ
う
か
と
偶
感
い
た
し
て
お
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
議
会
に
お
い
て
も
、
村
の
活
況
を
願

っ
て
こ
の
際
、
他
町
村
の
猿
真
似
で
は

な
く
、
村
の
地
形
と
現
状
に
即
応
し
た

効
率
あ
る
何
か
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
議
論
が
盛
ん
で
あ
り
ま
す
。

　
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
と
か
い
わ

れ
ま
す
が
、
年
頭
に
あ
た
り
村
民
各
位

の
漸
新
的
な
ご
意
見
の
集
約
を
祈
念
い

た
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

常
に
村
を
愛
し
、
村
の
発
展
を
考
え
絶

大
な
る
御
協
力
を
賜
わ
ら
ん
こ
と
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

｛
冷
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村
奨
学
資
金
申
し
込
み
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
月
十
五
日
ま
で
に

　
中
里
村
育
英
事
業
委
員
会
で
は
、
昭

和
五
十
六
年
四
月
か
ら
の
村
育
英
資
金

貸
与
希
望
申
し
込
み
を
次
の
要
領
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

①
申
し
込
み
資
格

　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
、
又
は
こ

れ
と
同
等
以
上
の
資
格
を
有
す
る
者
で

大
学
入
学
を
希
望
し
て
い
る
人
、
又
は

現
在
大
学
在
学
中
の
人
。

②
貸
与
予
定
人
数
　
　
　
五
名
以
内

③
申
し
込
み
方
法

　
貸
与
希
望
者
は
、
次
の
書
類
を
添
え

て
三
月
十
五
日
ま
で
に
村
育
英
事
業
委

員
宛
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　
　
④
資
金
貸
与
願
　
　
　
　
二
通

　
　
◎
身
分
証
明
書
　
　
　
　
一
通

　
　
◎
健
康
診
断
書
　
　
　
　
一
通

　
な
お
、
詳
し
い
事
は
教
育
委
員
会
事

務
局
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

冬
期
間
の
踏
切
事
故
を

　
　
　
　
　
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　
雪
に
よ
る
ス
リ
ッ
プ
や
積
雪
に
よ
る

左
右
の
見
通
し
が
悪
い
こ
と
な
ど
か
ら

踏
切
に
お
け
る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
踏
切
で
は
必
ず
一
時
停
止
を
し
、

左
右
の
確
認
を
実
行
し
て
下
さ
い
。

で
時
間
は
約
一
時
間
。

　
四
月
こ
ろ
か
ら
各
地
区
単
位
で
の
映

写
会
を
行
な
い
、
皆
さ
ん
に
観
賞
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

藪
繊
・
編
隔
糎
灘

蕃
㌍
羅
，
鯵
・
、
’
－
　
　
景

鞭驚驚・

醜
麟
灘
．
　
　
　
獅

鱗
鰯
．

“　謙
　
心
鐵
慰
羅
繋
難
撚
織
鵬
講

なかさと1〔3〕

「躍進する中里村」

　　16ミリ映画完成

昨
年
の
春
以
来

制
作
活
動
が
続
け

ら
れ
て
い
た
“
中

里
村
の
映
画
”
が

こ
の
ほ
ど
完
成
し

ま
し
た
。

　
「
躍
進
す
る
中

里
村
」
と
題
し
た

こ
の
十
六
ミ
リ
映

画
は
、
村
の
四
季

の
う
つ
り
か
わ
り

を
中
心
に
、
変
貌

す
る
八
卜
年
の
村

の
姿
や
地
域
行
事

を
紹
介
し
た
も
の

村
民
娯
楽
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
2
月
1
5
日
旧

　
村
民
娯
楽
大
会
が
次
の
通
り
開
催
さ

れ
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
十
三
日
㈹
ま

で
に
公
民
舘
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

一
、
期
日
　
二
月
十
五
日
　
午
前
九
時

h
、
会
場
　
総
合
セ
ン
タ
ー

一
、
種
目
　
囲
碁
、
麻
雀
、
将
棋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
人
一
首

壌
．

撫
響

壁

駅
．
亀

フ、う．二時車ガ～ストツ顯

降
り
続
く
雪
に
休
む
ひ
ま
も
な
い
ほ
ど
！

職

1騨蟹麟騨灘羅

　　　　r嚇輌』““轍勲蹴懸講講購

　　［響艦㈱
　　　雪に雛響邪る総合センター

お
知
ら
せ

◎
去
る
十
六
日
、
田
沢
中
の
水
飲
み
場

に
カ
シ
オ
の
腕
時
計
の
忘
れ
物
が
あ
り

ま
し
た
。
お
気
付
き
の
方
は
公
民
舘
宛

連
絡
を
願
い
ま
す
。

◎
二
月
十
四
、
十
五
の
両
日
十
日
町
の

雪
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
市
内

に
は
充
分
な
駐
車
場
が
確
保
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
お
で
か
け
の
時
は
バ
ス

や
列
車
を
利
用
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
飯
山
線
臨
時
列
車
は
次
の
通
り

運
転
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
14
日
田
沢
発
一
四
時
、
え
刀

　
　
　
　
卜
日
町
発
ニ
レ
時
四
十
分

　
　
　
　
　
　
　
　
、
一
卜
一
時
三
十
分


